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原子力反aい凍手核厨賓,キ 間類の最近の構勢
暑 詢 と見 とちヽ し

I朦予寺霞が原子核研究貌問題の最重あ犠勢

'再

 遭
‐
爾

‐
れ強子械 員会のトーマス

‐巨・マレー委
員は7(2/日 、アトラ)ティック・う′ティで
関へたたぬべ鰊 次大会で「 日本こそ
眠 蔵の燎子力観 の一つなすえつけるの
lZ滋した土地であるJと次のよう12演諷こた。
広島と長崎の議転が鮮珂でうる間2、 日本
のような国に腰子な脅酸雄t壼設すること

量み鶴 警鰤 5鰐 踏 編
1可
‐

のである。辱本12われゎれの時 為発電機
のニフをすえつけム1ミ :乃 エレビエンフ
ーとジェネーヴでなくした嶺久とななりの

査塞ミ取返すことなtuぐミるた
｀
ろぅ。

この演説1の対蓉,ま アメリカの日本に対す
る層豪λなヱぼ蕉をかなり幸直|をあらルヒぇもの
と見ることな`ま泉るでぁろう。そしてスこ魚
葡将F申1歌治的ξ狙しヽぶお面に押しまされて
tヽるという点でヽ重姜でぁる。しなもこの演調
は、単なるマレニ委員の尽ぃつでや電仏大ザ
てヽはよヽヽ。磁にへ年の/専 ム■、アメリカ晨
子力委員がな`登晨ヒな情畿策 6イよ/蓄

「
諸

外国にお`りる猿子力の薦済的意委この中に、

議 鶉 窯
る。これ,まアメリ/Jのな勤 |コ電する両院さ
目黎 ハの要請曖基で、腰子力委員会ぎ目落
渚と共1器寝套したものでヽ、瀾 アイク提蒸の
試村|ナともなるべさ資料2,ある。日本|ス汗稀置
原子メ声子澤缶伊り講着として紫嵐ヒとのがこの直
後こヽぁったとし、う事 |ま見込すことぶ竃未ξい
事実で幼る。

更R今年の//簿 kl-4、 晟子力之碍する面
跳含可委員
^(晨
子力委員会ではなぃ)の委

員の人キざ曹本4落姉 としゅ ことも広えら
れてぃる、
アメリを|よ最顕 子オ漱之一部修正したバキ

瑾観看源

`g雉

譜評η
捉民の宣伝勤果を上げ

｀
るためRも 貫費諸国冬

の一目でこのデ毛レストレーションをやつて

見せることぶ撼美とよ つ、運辱冷質ア舞衛かRよら

従霧国としての日本lt脅殉の人磁 られた

ものこ興るべ竜てヽあろぅ。
卜素のマレ‐委員はふつて、「

アメリカ12

とつ7)ミソビエト12水爆本Xまたことより ,ヽ

ソビエト祢ミし欧子力養曹のふ野でわ八われをエ
畿す可詢嵐を音ってもヽること

`あ
る」とミベ

ているな、凛子兵番の獄占R費た:リ チウム
爆葬で1まソご嗅口ζ亀を融さ晨、腰3カ発電
では魅 マ鞠 1ととったアメリカな場せり治

/1
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2

めているの1毒無理もなt、こととヽある。これが
｀

日本にわ ょぅょ形でス爽してくるふ|ょ、百
本ど|夕 の睡 1ヽまあ夕得なぃ。

原子庁予算 はどうなつて
い る よ

―昨欧 の前調晨3慮碁墾 それla
象らな科学&綺な編殿は一ふ故さ2して、今
年の晨こ舞詢艶炉釉黙 の角さなもう―高s、
レ烙oこって癬Кめて兵募よう。
ど
｀
大象の水螺蒸殊て鰤 歓 な愁しいえ
のスなれぶ`りつ あヽつた3目 F暉 、そ費巳奥
の奔含襄てヽは、一兆導動 産めぐつて
蒸守二瀬ゅ取4ぷなわ才1てし、た,者落、澪蟄
をバ
・
ク,ロ ヒふけて線轍欝騨試ム2ふりら叙てtヽ
な爽違党の申曽超ド僣難嘲t.繊瞬豪 外では
質
'2パ

フロをしてやると意気ょいていた。こ
の轄 乖ぞヽ都|■献`、 突知として凛る

"咤

黎遂議キ
並ぶ`ロウラニク

ー

6千万円こし、ら
ものを持まし、3r2日藤学二次の予算修正
て`あフミ)とでょってしよフたの7ある。そ
して申曽標A議士の慇籠銅蒸ぼそ″v)確ゆく
さくセなつてしよつた。
このt算を取 驚いたのは避強 ‐R自
民
`ラ
つた。し急し辮 に使 'あつたの1ょわ

へゎrtだりでぁフて、米して弊撫としてまて

ぷたものて̀はなムンたこと|まその機 党の

発凝れたメ嶺多
`バ
なつさbしてtヽる。スミた

が軍 (3輝残脅の考え嵐したものこヽ1よなく、こ

済懲疑意を中膠|する竜腰 、輸 よレ在費
0難さ等もふらみかつ

‐
Ft、たものでヽあフた。

この予癖無麦 七マ試落ケ爾みら反せ夕 も
■)ヽ 朝ざ新舗はそのた議でズガを主象した
力ヾ1司瞬争晦 潜無つ難類資ぶ・|よつてDしてしヽと
しヽのポいブなtN・のた

｀
と工rミてもヽる9

しなし嶺幡 義慰決Lて ボャポマしてヽヽえ
ね夕で`|く落

“

Rつた。な3,委員会議り2炊く
棋重に続オ勧 ィもヽたし、そのための調査
費鋪を要求して攻々睦削♪六てしよつていた
のでぁる。
予黛彗体レジなして癖勧質陀反応蒸ましたのは
思く臼咳路蓼閥4ふロシヽ蜂暉嗜集しな元冬チ膨翅物曖馨曖,旨
であつた。藤曖鮮刻鮮党着《湖幕式している賦子
核研えゆ 章算は、一終尋予算子人ヤセ削減
て
't、

史資|(一人も双4ないこと1マ よつてい

た。そこなこの藩資殉続毎写家のような瑠黎うなの
意亀無 穏した子車〔Жす在の▲商 るなら
峻
｀
、これを核議1鵞響t、 決いは一歓の科駿耐
乾責撒 せよとい♪瑳論ルドなさ″帷 。
参議随でや策麟 せれて、ヽゎ寄12、 亀々
な重菌続 われた叙 結亀科鞣着だり'の力でヽ
衣し得たことは、康

`夕
察通費となつとゃヽた

2鯛 麟 巻運 懺 騨 %電 |
予蝶わ看《毅立に牛し、、菫薦看工ま誡待駐め

めな球 愉 薦ハとして2弟急o」 θθJ
昭、無質認益所

‐
のウラニ1シスま母亥賛として

/∫θ∂π興、辱会図薔礎rめ原子な文鰍難入

賛 /οθ 万́円という澪露朦子炉や騨 Ж虜
してしよつた哺
4ぼの始め燕意てヽ欄祇雀た日小施嘱践なの
み科ハてヽ1ょ、蒸漁子、意子核奪のぬ輝の所え
看ぶ

:こ

η予算薇たして、こ魚鋼 套藤 経ヽ
拳たの意志を蕪縫したものこあるとして反対
の意志を葎らか12と 、民轟町愛恭ふも予草姥
は晟活暫対で、朦静兵凛ご褻上されるまで鷹
子力の厨だくなわないことを決滋した。
4簿 4日 、上寿そ踊択れた凛

`荻
をぽJ嬰藪

会Zヽは、「 わボ国の承
`力
蹴 12つ いての晟

子核肝九者の意見二ぷまと

`ら

れ、「 漁
手寺

の磁 は歎
`兵
籍を朧角としてはよらよい。

所究はえぬに勾明され漁ばならず、4、国のが

メ就静額を受けてヽフて|ょぐらない。また肝鬼亀
力以外の理富izょって鷹支着を差関してはな
らなぃ。こ11ら は斤乞着としてみ饉不でなの
条件てヽあ3 これらぷ踊されなケ4ぼ、府電
12協力することは嵐煮ない妻旨i幻ら体lマこ
た。この意見蕃鑢、4薄 9■に開ふ颯たば衛
会議の晨子右昭露委員会に提嶽さ

`l、

日委員

^も

この雄番に従多ことをなめた:ズ、八繰
質瞼に と晨子兵る業上のためlt、 学機 課
ふらぬせ麻セ訴えるべさであること1葛歌亀ぶ
―致した。
4層 23Fの 日本手徹漆磁瞬7γ回浴会番
|く、この藩豪殉む腋驚肇委員ハの輩む漬12よつて `

凛手タデ箪と朦軸 ス賃する日に力噂、
派手兵碁禁上に関するな4′隠の工つちんど

｀

ハ会一致鴫 した。前者の期かま̀葱」該
鷹た若の意見なそのよ もヽ

'こ
まれたもので

あるが、更に暉/1‐の亀議饉,マよるもの6なけ
ればなゎよぃともヽ多す項筒ぶつ前 わつた。
兵番の
'鯖

竃をやらないというの試脅燎駆発ざ

‐ 二 |.=● ■■三議こ ‐ ■ |



るほご
｀
当然凄ことであり、後のこ項目、つよ

り肝たの/AN編、調「娑聯争に熱等む以外の邊写尋たし

ない、日本の口主晨とぃぅことが、罐 撃衛
会議の名蕪則と呼ばなるものこある。

ス.4暉 Fθ 暉 秋簡市こ蘭ホれた無質学
へ鑢ハでは、ウラニシム資源の調査反対と満

潟一致で沐落してしヽる。
す蟄 子は 5暉 /′ 資の略蒸

`丙
関

に凛子若れ訪 稼彰ヽ ■設けて漆く解をか漁るこ

とになつた。結t毒鶴鮎涯ダバリ猥 、豪郵綺遷鋤産しと
ふ駅懸 となり、その紅|ス人部、六献両編こ、

縦日磁菫の肩りll姿長、そムlz新のヽ な という
燿ンホてヽ(輸盆ジ案の′代表とし.てるはなく♪茅
L藤蘭 崎氏緬 わフた。これ|よそ睦 晟子

害T3警響豫 倉底像魚隆壌凛1「 1]｀」J

`凛
子力や蜂基本れ計、興滝ガ雄等がtめ ら
れた.この薦で事′轟岡両負ぶぎ衛A躊の主
場と急凝とを輛確認すべきであつた12ヽ掏ら

ず:そなな嫁、らなたこと12つ いて1研端 の

熱ふう強く非まの声バよつたのもよむ之得な

しヽことZあ つた。
ス頒静
=街 `ヽ
は 轟 、の鷹費為ア尋弩家のくメ曇

けついて原子力予算おさ会ぶン乍らね、活発な

清節を酬 した。お心な ラ寵粂・種登 材́料
′質派のイ部か″かit、 正式の委員の地に専
fl番買な海わフてtヽろ,74/_2θ 10髪 2回
の́さ挙でヽ二小雲喫褒層原子炉袋菫を目猥に基
農砲女澤縮静警落を行うことが決鍾煮頑ても`る。

更に翻 会で|ま厨宛猥を作フて

―

す
る準備ぶ進められ、9町 /3日 の絵会でその

人織除沢蔵してしまった。予算の人部ネ財

響 分
g子
鍵 鍛 鰤 懲1籠 濃雛 新

3晨則の間額がうでむ恭|マなフている環なでヽ
熾脚 セは独 以表よいという窓皮夕敢フ

ィ♭るために肉な|よ歳だに斌 嵐魚なしヽ い́

るが、意子族肝な若だりのガ4農して何燿ミ
で又えらブヽるものこ`あろうふ、既たな東t2ま
る何人的な切機しヽ 懺つている。
9だ /、″彗121よ苺閣の涙子・″利胃準瀦霧摯築

^{li蘇

さ都′へ,が段り:ら″l、 順子でス蒙をよ紫

することとなフた。

ス、燕J炉予算をめぐ,7、 ス暇ハ晨の動
でも-6ばらて溝尉ヒして来た。
科学耐な活は旅子情 量の成立の燎体らな
々と聞験ぶちフをべ、4帥 めt関蒙aユと時

3

4同じくしマ亀島な長た癬 とする薦」カ
札会を作り、予算の受人体制をな た。
劉‐研ここ彦彎でっななつのスい百ユ|く為に

関|いを機 、Nc燿乳 ハ,厖残械ィンιれ屹講盪
Coよら原子サの見積蓄左双尊く、アメリカ
なら落にり″女質う計画よでヽ進めている.,
ス重水の生産に関童して、郡主人の■谷赦
襲贅ヤlも |ヽス、昭和階工や薔ムが計画を進めZ
層シ ウラニクム質派雛 呑は、日不ば 、
三菱盆藤 科斤、ご風な学禁ぶ乗ムして

しヽる。このなlzも晟子をブニムの波lz乗って
―もうけしよう、武tヽはバス|■乗りお`く11は

いよう12しようとしている

^た

はXIIあ る。

政滝雄 である電液閣発榊 、日癸の道
たちねえた電力6鴇確宏酢の動きヽ 無礎ブイ
こと賦駅よよぃ。な者|ま中主痴立場 (?)と
称しま飛ら、対閉ほ「旅子てのた業利用IZ関

する施懲 の奪議J「腰」力産業利電旋俵の

責鞭 |マ関する一餐二等女遠議しセい

るラな若l.Iプラント輸入を薫資是としてし′、ると
しヽう安くる織び業になアを ,

大ア本力こヒのような鋳参であるだ、とlz椰、く
日本の晨子力躍 はJF常に

`ま
し/」Nらざるだ

脅た雌申 実がどんどК積み上ゴられてぃる。
も銘ら会幸冬のj議崎の3屏じ謁がみたさなて、正し
しヽ形の清(トカ鷹つて

“

徴0あ らなるとしう U準動生
は非常lzよ くなってしヽそ.既に肉電の利晴準
確続 ヘペ画蒔なの慕さ湊ぷキ公駕:2交れて、

響 咆 麟 ∴ 朧 鶉
てヽ、饉力どK外経K菫上をしなしヽと壼多.図1も `S、
み計zどら力tてかる。

ボ覇澪稿 繭 |

■、._… …̈ …….‐ ‐…… ―ヽ……ヽ‐Ⅲ…Ⅲ…… ………
1

二年鴬硬級 罠榊 紫されたと

き、この本貫乞辞義右り緊媚諄魏聴義ヒ納曲之ヒ́

z正しくとらえた晨子物理協看菫酔 象じマ
これ之夜翅―じ 蒸1毒颯してぃる基解総饉ン)一
つてヽある漱子核の輿瞼猾熱2その滋

=`、
らく

ため|とこの計獄 ●,'そ主な妥贅ttた。そしマ
この厨覧鉾

“
、ヾ系子力委罠

^柁

亀らオtるス府
の意国にな室λれらスないため屹,すくなく
とも々 の三点静鞭刻となるべき

`'あ

ると蔽み

掏震軽 減t考えを.アなわ多
1、 凝練 の融 嬢一鷲ふれないこと,



4
2、 研究者の百地 な鷺國多慇減酬饉てヽあるこ

と

3、 金g力女夫司剰曜か瞑二痢に應力晨る

とと、

である。
この率旨)マ もとずいて、漁子核府た前の表

主は館集ものま雄会蒸総奏におい<職場‐致

`可

‐
決さ晨た。該鷹の設勲 運熟体なするエム

で1原子骸物理晩宥は、原子ス談籍かとし`タ

凌ヽ彗識 を海aし、そのまa主と運略に関して

慇えず必勲知2、 小フ着おの蕉ヌヽ12て うして

謙議ぶなわた計画ななられ7表た。

しを、し、この閻星晨疑ハまでも

'く

して頃ヨ司に

違んだのごはなヴ`・ 話宏の言歯乏繹わ上てヽ大

学策置のτがよtヽ となるヽ 、一熱薫ス教授ヒ

大部蚤るとは4鮮 実をヽ つて東/‐N附置0三
尊権宏12でヽた」要 東々大「当局」|ま全〔衡

交撃勢響

:警

層量で奈7摯再弊皇塾

'自
::

んでヽ悪漁壽tヽ「
表六五原殉Jを もちぶした。

こ夕∪賞轄 の春ムらま曖興るよるの脅翁呂Z｀あ

る。昨年 ′θ可よりが 12ふけて、この「東大

ユ晨輿コiz及なして核肝諄蒸この七

"暉

め議取熱

をつらなくことをヨ場して多くの政夕物理学

者は薫びよ )たすれど`も、その

“

力1縫る、

粛え若 大́中な妥協12終レた。もちろん、人

事の送若、実難 置のX沢ヒ設計筆になして
は、鶴鶴之裂るまでハなお、R子核所酵 遊
|よ、ス主稜3来 i~4利畷の異t挙ず

｀
るよう努力竜

つ つゞ ている。

凛子核議た首黄主めれ年度各責としマ蒙

こを4薫瞬力簿 は、いわゆる一辟 曖

|スあたつて、ι魔、34る健と大や17気胴ごせ
ら晨た。ところわご、その[塁薔のそ髯務垂_Z｀ 、

熱らたた顔とほゞ
｀
同顔あぬざ「原子す憔 」

として漱え tた。
煮子核研鬼者は、そ人なぬ″ゞあるなら該計

峙 重な観願せよと妥歳したりなども、そブt

l通12欧コ電しな窓つた。

動 など
｀
こ12蒸隷ゴベを水12ついて|ま、亀

の々這な崎祈の霰に今年め7電瀦下職無町の

薫人敷聰 の二部ちウナ`ツ愛することと

なつたが、この電の大次 そのえの融縁ま票

大「当毒」の手itよ つて嗜おの申1ス菫められ

鳳
`核
斤物 はもちろん、蒸六撲学部め耐え

なあ七哺蒔にもはふられることなく、議雛

響びN23多 嵐ざ魚たので'ある。
この瞑、ビキム事御らく煮の原水燥紅 への

もりあなる菫動を全国人と共I´2斗つて未Й爾

無め八々 は、援 を奥ぶつス書 としマ

知ら0魚、凛無守議かはγ澪2′ 日、原子核

爵た鉾薇暫反なき決議し、7辱 2ι蘊付を以

て農べ12妥擁書を凝ムした。そダネ要旨ば

|、 源暉導え希たは「
ハロ孫窓彎聟は`して協カ

当表ゐ状態の下子」々 われ べ́さであ

乃窓
｀
、核厨は、覆准基繋MFπというこ

とをつたフZし て`も重罰研た、原子カ

厨気の方■た協力を輸しヽら舶るおそ力1

なある、

■彗で青 いヾム 1■魚に力 でヽあつても時の

フK′ζl項薦 ることを菌&賢 1氏Z久えてい

る。

2、 吉調始 のセじむ1ま、毎軍残にしても

こ渚政策t2しても《えず西民なだはし

なをやら嘉Vヽ静実名作つて行くので、こ

ったふ らも核所の将スlz lま疇暉出窓な

3、 次府亀湯接など
｀
「乙よる

'夜

響■鵞ぐ系エ

ぶなしヽ .

・年、歳業の肝たのため絶腹スなら賀■
ljいた

上及を、たの目豹1警諷1けるならぼ ‐

当然蛇薄とのこの熊 の`所さいイなで

アtるべきて`ある、

この

"嘔
を広硼 いた急子悔塾発 の中に

は、このア対を単t層モ子なと凛づ嘲亥η滉崎者、

:麦亀なびこ1爵与鶴毬を慇
|まなしヽ。

'日
′0日 興ネ`熊谷彎薄壮

`宙
熱なみ

^に

おもな■て、核訴颯「疑 脚諭L之目的
としたもので,あ夕、晨子■の磁 ではないこ

と、玖欝熊ユよる衣%η筵資|`よしヽ■とを中

懸鍵鷲亀醸纏鮮i晨線懇Z
方商にそ八ないため12むたうる縁証と、をく

ル晨日1■よとめて東大者駒に露記崚魚めた窓
｀

そ夕tた
'そ

する目修はさわめて不

―角をものでぁる。漁
`該
鷹|だ訴は、「肝究渚

な`ヨ
=郷
“

墟び多じ姿目力にメ♯寺鶴柑するも・・7

`凝
ョヒ籐雄するにいたつてはt小つての

:鱚1繁ギ刈



懲鰐三」ζZ黒朦 Z霧争彙1/｀ べ ‐
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ノν ■  ′`ヽ

爆畿■てりら′l凛 などこtヽ う晰長の下で|ま |ビ

磁だL等々のるない熟ギ〕ぶ`そワ与ob出さ″tて 、ヽ
■ま し

歳
～
が発¬陀蟻 復ハでも、大々この間

燎蔵禽囃等し:雪奔平ざ民のス蠅 動を支持する

オ竜乞嵐してしヽる。蓮学却効滋てヽは与輪潤査
を1本 じめてし`る。

妻]iれた場聡鯵警|
憂Z膚鷲羅縦∫解留∫麗馨:

く,響壁_圏

お

9層 ノ
『
ば、原子核談話会

`ヽ

も討論たノL、

崎無の反対いさころ力と亥の多ぶしく之1よフで
,ゃせた上で、しなも軸 薇箋フたさ碕費転
なヒてつくた後性之格指したもので

“

るlと、
我々としては、「巌確れなど

・れ クヽ懲友るな
く、子直な気灌技囀称かいt進めて

ll不急|ぜ女

らぬこと′ぶ寧とめら奴、日無の罠糧 黎は、

科

`者
ヒしてl″ ような滋ぶ殉ξ■渚の機外

4与えただサ∠も六さな意桑をもつものこあ
つた。

資寒町た0震な弓綾府反対費総オ盟Jな教
りられ、町スの与春を<みとフマ活動を|まし
めようとしている。

髯め雄晨12よフて生じた経済稽瀦吻となによ
フて、地きてヽは ツ城 ェドを失環‐とした承
子なの平畑豹利爾のみ煮え難い瀬ユレよフて、
アメリカカ凛子力歓縣億キ そヽの形態女教え、
考豪弁英蒙葉幡 歯豹凝直之あくよて{細祭とLな

ぶら一定の条件の下て`「後違殉亀 淋 重に

猛子な奏業をうえフナようとし力めている。
このた象となる云も右利なぎの一フ体わぶ冒

である
`゛

、六爾とこと薄 このこと
'よ
つ
`わ強ロポ後奉角にもス着殉セもますごす対水

磁 之嘉籠めるこあろうということで勇る。

恵子寿の場慾靱 回の教歯資本な菫力言

らの数 zもあるが、このご半から承そ力閣
悪去甘く鬼てよ tヽ こと121さならξしヽ_なぜ漱
ら、それはサくきくヒも考凌 〉饉は、アメリ
カ12液馬し、わボ国な策華鯖 るとぃク護費
の下たの街 わ鳳るア'あろう小 ち

`湧
る _そ

して、これわすべてな動 に保護ずろもの

として、すンフランシス■条約になじよる一

_~fめ 不平等勒 り、その上12M Sハ 苺軍

機飾1どきず愁オtzぃることレだ霧しなり
'tiな よらないぅ

意子力鑢条ボ餐滋たりをならフたものう、
プメント手撼 荏藩漱

`ゴ
標節 る分は、か后

の稼場牲よフZをようでぁ多多が、たし小な
ことはそれだアメリカψ摯壽欧質″縮おつく

ことを1基調としていることである、 これな漁
に言え|エ タくとな慶力́ 橋募下て、は、旅子

薯約 と見通 し

以上灘
'日

で、多二之だら依なことは 旅
子い てヽに本洛痢な妹制を負んて選

"ら
'tて

しヽることご'ある。戻護子持 算の毛へ
"織体ぃフレン燎立てられ、なも企煮ヒ人球a

厨た状蠅ヒの額にも、重フく無 を中 とゞして

く)満ξ雄鐸論機気atてぃる―ど、ス河のみい

鮨 荻か懃2たしても、観 表計のための

な鍵 という彰で膚落右婉員の意図をは
の場かしている。
時 リタ予算はわが呵kホ烙肉ξ魚機 ぬ蕉
をな するび角た進められている。こうこX
●喜記凛時力之どんなコ

ースを■虹り、どんな質標
乏ゝ フたものであろ多み12ういでは、これミ
でも多く:め議 な象中されて示た́バ、こ>て

ヽ

長,t意れてならなしヽことょ、く時れもマレー

委員■みぞ撚t々 k準締酢数を還pたよう12、 ア
メリカの点子カス鉾とのメ穆染友調旅∠'ある。

く考ゎ 民篤 墳姜1'4〔干][醐 1城
鱒 遊饉ξドむとして鮮 のバウ大な利潤の

ス象となシ、それな12ズ アメリカの旅К゙啜
輩|いっ拳浄武確な夜み出していることは た
もうたばり人はいないZちろう。
ところぞ舜こ、-3で 1ヽまアメリカ経 カエ



仁冬轟轟務:ゴ〔|奎試澪篠倦
`橘
切賜体験しているで'はなし望、“

ス
1渉
待ハ 議 の二晨

菫 i:1雪
ぢ
恐

今年″春鰤 び、わが
ヽ
日の観 の計

嫁と駕発は、そのかくことの轟 じゞ 撼縁
件七して承6兵覇∽府えをなわないコン摯η
il'ょ、公胃依 言ヽ:≧三,1:笠ミ・7曇くに:こ[ノ性の3つの承動2
のフとゎね磁 ら扱とノ務電したたもか わヽら
ず数遣゛政た (スが`浄毎恭議の首脳考)の如
さは、し制 を蕪親して tヽるよjるある。
これは四きのなしヽことィヽはない。機 の

唯護ゴ貴をもうウ啓12し 、2θ年前ソカ■トラ
方と共同論文をムした教曖ブ

｀
イラツノ林 可

故 でし、百由主_■科挙者オツベンノ、イマー

を公飾 わ爾 出す目の薦 力麟えの形態ボ
わぞ憾12な かと?け られようと.してひると意
えることは、思いす 0｀しなぁる夕ふ。そだ教
3翻 之聯 ることなく政府12妥ガくするこ
とは、日民と共12肇子々 の真の子和御 げt
彙見する長い道程の申で憂た人舞なイズ劇を́黎
すでぁ多う。

3ヽ

鋼
子量登袈上

の

この憚動はわが日にあサ zも 、世栞套体と
しても、冷大きくだ晨してZ9、 世界め平薦
箋なる上で蕉レ人撼ξ饉動の一フであること
は異榊 ぐないて吻ろン.朦6々 の利園という
撼R力＼らなス事ざヽ この動 寺1発勧柔じ 晟子鶏
を無 する種膨箱敏

=;ス
)をと幼せ試iす ること

は、凝子々の真の平和的範昭Z察涙けるため
の.最も大き衣国護圏勧藤た遂ヽあるといたよう4
調綸4媚なアメリカ 0フ縛喚斡験|て協力する
晋を轟三澤I題していることぷtアメリカのクK

驚 陶 彎 li繊婚「 疑 轟 揚
レよって′夕颯Kめ生満の不安t呼びむこさな
る日小が'、 もし耐スの通にヽな政治の上

`ヽ

ヨ由
lz表鳴u降る財 をもつてしヽたなら1ざキアメ
リカとぃえども興奈翅ぐするキ難とス撃よら
生ず選政治角繰 髪 魚しなしヽこはい夕徹

一
，

，

一

口

一

tヽ てヽあろう。
ソ憐■卜1ま 、脈

`力
乾ないてアメリガより

力分にあつた爵から、リチウム爆舞鋤
碓竜鰊 得しただ左+2奥|るよて、、一賃
じマ承子夫懸の印好業上をよ参

・でヽプてまた,
このことは、ぬ 主義の発瑕そのものが子和
を1婢要とし、そノt4ヽ)ふズ(類の上場とか久し,
いるこてを意味す%ともえる

`あ
るラ。

この画渚は 基礎肝たとだ織 という関
なにおいマニtマ K刻があク、堪認毎続れl‐tそ久
言ジ「 としくは決

して兵新 シ魯ぐ贅力ffえを発表
除し雄嵐♪。こ.力、し基礎斜学としての承子核の
話党は、承多力歓 の中IM部門に対す繊
濃蒟考輝漱左ふ<んなし`る。源子ガη葬いくこ
あたつて、アメリカマ蘇 なわぶ`国セたても
景月、駁支絲婆女漁多な輸 襲植えフリ その
ための一定め凛6カ技術者と場瀬するメ婆た
せよられて 嗜ヽ こと。他の鮮半分ルのギセ/
にあ`t′ 7`、 承J兵番と共

…

角の樅

幹Йなす葺醸奪慮婆 ジL.ッ :燿饉、老難
の議術だツドア鮎菫に術なさ11つ あゝることッこ
ムうの勢きの中てヽ、堪誘詢勾調惨報多め絶各と碓

犀の′′ふ証|まるミうなヽ ラkらすこつ あゝること。
これらの擁む牛七゙一ッタトとなつて、基ルマ辞学
ヒしての縣 核燿登たので劾 漁 移怨を決
定する
`あ
ろう。

夫衝%ぶ 卜`基礎話力 1め育民 Jのためにな毎
&レ その中にヽ董承《知亥溜咳争Z篭いマぃるここ
1恐Xtマ薦縁ン 1ヽまないし、まして、綸 黛子
箪と澪たして基礎所資をギ多うと老えて1‐ るヽ

などと思つたらとんでもなぃことてヽあろうぅ

際 の条件の下さ、政茨謳囃却襲時彰li苗を向
1/るの|ま、そ着けバ應酵箕にしろ籍群奏12ころメ幸多
の暉費鶴ヒのな角iてあ社じ各矛仏らてヽあり、し
た率lつ て基藤料学の葵展tう ボ多υ賃レ寄与
すること12於て基議諄聡 藩噺てれることk
なる.緻6核の (え駐 )厨たは、この事崎ざ
最も厳し彰 て

`ら
われてたものなぁる。

5、盤予該研寛鉾につ鉢ヨ

肝 た と慮子核
の関漁

の

と

な

兜諄

一



療鐵 鷲は、照勲 委鶏鍛 置と、そ
れ2よる磁 つ暉醍hな 諦ヽ端ψ亀とに摯 し、
墓礎解都饉 12オ続するで響猪は給t略崎
パ藍警のさフ小すとなつてこれ、餓 断た

ζ翻尚鐵驚塁こか翫t清鸞
laこつている。こたは人きな特亀でぁウ、凛
子力:脊晨ハマ対斗争以への群撃右の運醐、/t
たなのな妥

`あ
るといえる。

こ́青、t´ 、このことふらこの研だt卿鑢実行の
‐賄子な玖御 、ら驚資て,あるて老えることは七

琴ない。そ41ま量 に申 も磁彎も、城本的
にl‐l毛舛スがヽ当.ま,1る綸 の政治のイ弯12二っ
てその秘 燿腱賀れ 科学者の/」~1ょ 、そオ■
″ソみξ斑着の方荷を左右するガをもをない

螢風み
｀
経ll譜現鸞織霞駐露
わゝらず、ネ日晨子炒予箪窓憔κ督れてtヽろ
の慧 科餞落の力響鮮篭12ないて霧軍諸 科́
導端卸彎め軍簿北という政治のガ竃t変革する
ことぶ嵐ふこ″、ったぞヽらである。
晦無町彿島会・φ妥裸魂象よ、旅ι該研究のをお
を澱子方政策との関菫にないて力で利している
た`ソ
`な
く、ヨ員の力と鍋 しない場かの群

ヒ考の力の破ネを鳴護2指摘しているといえ
妬:

絵會鋪鶴嘉t続 1稔織蘊計
9優誰
=盤
鴇β暫鶴紙漢鱒

謙霧をこれ職芳轟脇艤I賢

わぶ画ム支配してヽ ろヽ政たのな弯が
｀
、も議

御度MSA藩紹llt,醜に、軍国主義後躊な穆る
意わば1そ のこと窓ら、換数 の力爵り辞
ぱと、それに基ず

｀
く電軍詳敲衛2の ■く、す

べこの料麟
‐
改特薦搬業だブ繁 晨さtられる

ヽ 妥優4もちないことになる←こせなら、
こノ)改うなお台の下

`、

||、 これらの輝邁←表
御く響なするl‐4不要でぁン奈計均|ですぎ凛ぃ水
らである。
lζ も掏らず、みくの麟 哉ヽ鶴渚が書し
ぃ生活とこしぃ研え詢こなやな

^ざ
)、 とも

がくも難 たゆみなく齢力芝フゞ
‐lJ‐てぃらA

るのには

`ぁ

ろうり、マ
もし.I勧動若・攘夙色中いとしな富詢民の、
苺民主こ平和をめざ

tサ
不底ヵ遣影尊ぶなく、醒

の気通ぷ麟δス尋軍薄″政潜IZえハtスき、胡て
しら4ていたならばヽ 管`ゝつてドアツ露後なア

|ク 多くの肺
漱層贅酪と壇民鳩期 の下k

iキン、れたな心ぽ
1、 このことlt‐曰水たおヽ1する洋

々

'最

桑叡鰯早百翻鷲蹴[ダ
ない。と呵蕪町濯 議 導 l‐」壕 している。
原刺勲散゛護人な還角め申なら轟め上っ
た鴎篠町の人々 の「核籍設置及封Jの この斗
び
｀
の中12こそ、燎子オ亥胴いなをStくなすべてめ
科学・夜衛な基錮夕させる猥無熟毎なな剰ヾあらわ
れているごとを、織々 は尾熱してはならなもヽ
とえ入う。                    |
本切なことは 「嫁所夜だし0可蕪のオめ
澪ぃ意味をつヵ、み、蒻無の人 と々六1澤直la
議し合い、その中F蠍同汽表0さ殉を見颯じ
てゆくこと

`ヽ

ぁろぅ。員にこ′,範彫工革(21
闘象tと旅千核厨育燿がすの問顧こ・なく、套
国スと時 の

・
鍛としマウなく討認希と進珈

をおこしてψくこをが1溢妥♂ある.
慕子物理彰数よ、賞民と力ι倉性て欺1勁
飲受をはなかえず簿ヵな一意1勧るて爽12、
源子核爾胃奮鷲1‐2フ しヽ2は、冷よZヽヵ

“

なの貸
薇)くずる〕となく、要に躍震の人ゼ芝畜
番の中も`とするロズとの雄さヒ共同を翼鷲ヒ
なけたな故らない、
国民の力
‐
12凛澱tとマ畔 左守夕育ててうこ

うとするで力がなし、諄夕|ま、漁手該断勲 た
基礎癖螺終及の鼻のトリデヒする並患Xして
みらすなしかでヽあろう。

やII凛



1       あ と
六 蔵子々 蘭題、康子亥肝先前の問題と、崎
運曽轟気着の音雨する寺態は繊 乞稜鴫し
7毒ヽ
'裁
す。

こうし`ク特導下、数澤諄魯冬の機関術活動
としては、よりヽ 実したSな tよ レ速 ベヽ
たること寿ヾどクLて も機妥となシーttた 。
豪通め末て文部の冽蔭て`は| こ1■を解決す
る意綾ヒして、乱さ誦席と″戯

‐2新らしくツ
鞣 ″t当すここに決めました。このモ
なその長力のヽ 4お ,
部法沖動鎌との場係は次のよぅ12な りよ■

凛藪 1ニェ早K、 資洋、活碗費オ亮の徹雑ク
之勲利こし、吻週囁ハの単な鋳集 (
理た部か通店の旅こ則にコカの系ぶ

｀

|  ■います).贄婆 [ηさL｀ 多賽行し 諷
1議
=通
し音り蔀ハ就 の配乖網によ

る。会計l欽工、
部心通結:″致 ″より掘,下デたもの (
重滋することヽぁろウ′た学部ハと

汐く き
｀

・
聖 盗 菫 菫 姿 密 F磨 簗 審 賢″

共I轍  (残整嘲京り1ま↓ん、町3ん
‐  測響妙。 ,～ 2ケ だにチ同昼筵
会計1鑢 。

六 離 形 /i出すのた約イ′′θ門外褥ヽ
フております。金都主て替えて嵐しましたり
割合通席も時盪子サが贅ず/′ %́口颯さ
れてょるな出すの1マ 熙橿燭 、次らぬよう考
ttあ 願`いLます_「 /都 /∂ 甘ρ割かで、

鼓 8集
倉 1表鶴 異錯 縄 軍家 京史
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